
 

 

 

 

好きに勝るもの、なしでギョざいます！       副校長 澤 剛一郎      

「ギョ、ギョ～ッ!!」でご存知の方も多い、魚に詳しいタレントのさかなクンの自叙伝『さかなク

ンの一魚一会（いちぎょいちえ）』を映画化した『さかなのこ』が昨年、劇場で公開されました。さ

かなクンは現在、東京海洋大学名誉博士・客員教授の他、農水省「お魚大使」や文科省「日本ユネ

スコ国内委員会広報大使」など３０以上の役職にも就いていますが、画家でもあるさかなクンは幼

少時から魚の絵を描くことが大好きだったそうで、自叙伝でも次のことが書かれています。 

 勉強が大の苦手だった自分にとって、毎日の宿題は、こなすだけでも一苦労でした。でも、唯一
好きだった宿題が･･･毎週日曜日の課題として出される「家庭学習」です。･･･家で自分で調べたこ
とをノートにまとめて提出するという宿題です。テーマは自由。･･･当然、選んだテーマはお魚！ 
 この家庭学習を提出し始めて１ヶ月した頃、担任の先生から「みんなにも見てもらいましょう！」
という提案で、当時、みんなから「ミー坊」と呼ばれていたさかなクンによる「ミーぼう新聞」が

生まれ、これをきっかけに様々な人々との交流が生まれたことが映画でも温かく描かれています。 

 そして、「さかなのこ」鑑賞後のように、温かい気持ちになったのが「１年生を迎える会」でした。

先月１４日（金）、コロナ禍で３年間できなかった“全学年が体育館に入った従来の形”で行い、６

年生は１年生と一緒に入退場のサポートを務めました。腰や膝を曲げて１年生の体の大きさに合わ

せて優しく手をつないで歩く６年生の姿は頼もしく、そして、微笑ましくもありました。退場する

ときに「楽しかったあ？」「うん、楽しかった!!」とやり取りをする場面もあり、「何が楽しかった

あ？」と１年生の気持ちを更に引き出そうとする６年生の姿にも感心しました。 

 

私たちは子供たちに、知らないことが分かるように、あるいは、できないことができるように“教

える”ことを大切にしていきつつ、この６年生のように、子供たちから“教えてもらう”ことも大

切にしていかなければならないと思っています。そして、「この子が今、好きなこと（もの）は何だ

ろう？」「この子が今、求めていること（好きな状態）は何だろう？」と、子供たち一人一人に寄り

添い、子供たちの個性やペースも大切にしてきたいと思っています。 

学校は新年度が始まって、１ヶ月が経とうとしています。保護者の皆様は「これからこの子はど

う成長していくのだろう。」という期待と共に、今後「･･･大丈夫かなあ。」という不安や悩みをおも

ちの方もいらっしゃるかもしれません。でも、まずは、どんなときも「この子は今、何が好きなの

だろう。」「何をやってみたいのだろう。」と、本人の“好きなこと”を大切にしていかれると、お子

さんもそれだけで安心するように思います。 

さかなクンの自叙伝には、次のようなことも書かれています。 

･･･ちょっとでもお子さんが夢中になっている姿を見たら、どうか「やめなさい」とすぐ否定せず、
「そんなに面白いの？教えて。」と、きいてみてあげてください。きっとお子さんはよろこんで話を
してくれるはずです。その小さな芽が、もしかしたら将来とんでもなく大きな木にそだつかもしれ
ません。 
好きな食べ物だけ食べて栄養の偏りが生じないよう嫌いな食べ物にもチャレンジしていくことが

大切であるように、好きなことだけでなく、苦手なことやできないことも「まずは、やってみる！」

ことも大切ですが、新年度を新しい気持ちで頑張ろうとスタートさせた子供たちの“好きなこと”

を、まずは、私たちも大切にしていきたいと思っています。 

最後に･･･６年２組で使用している日めくりカレンダーに、次のような１枚がありました。 

「好きなこと 本気でやり通せば きっと未来が開けます。」 
･･･まさに、さかなクンのことだなあと思いました。 
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きこえとことばの教室担当 福井 珠希 

足立区内の３つの小学校にきこえやことばの学習をする教室があり、そのうちの１つが「きこえ

とことばの教室」として本校１階にあります。現在、５２名の児童が通級しています。 

☆「きこえとことばの教室」はこんなところです☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お子さんの気になる様子はありませんか？☆ 

きこえについて  ・聞き返しや聞き誤りがある。 ・テレビの音を必要以上に大きくする。 

ことばについて  ・「サカナ」を「タカナ」、「イス」を「イチュ」など、発音に誤りがある。 

・「ぼ・ぼ・ぼ・ぼく」など、言葉の出だしを繰り返したり、引き伸ばしたり、 

ことばが出にくかったりする。 

         ・ことばの数が少ない。  

・ことばがすぐに浮かばなかったり言いたいことがうまく話せなかったりする。

◎きこえやことばについてのご相談は、いつでもきこえとことばの教室までご連絡ください。 

教室直通電話 ３８７０－４４２３ 

 
 

 
１年生を迎える会を終えて 

１年担任 髙𣘺 孝嘉 

４月１５日に、１年生を迎える会を行いました。密集を防ぐため、各クラスに中継をしながら、

３～６年生が各学年交互に体育館を訪れ発表をしました。３年生からは「お祝いの言葉とメダルの

プレゼント」、４年生からは「千住の町を紹介する歌とクイズ」、５年生からは「お祝いの言葉と校

歌の書かれたプレゼント」、６年生からは「６年間の成長や特技の発表」、集会委員からは「先生ク

イズ」がありました。 

１年生は上級生の発表を夢中で見入っていました。千寿本町小学校の一員となったことを実感で

きたのではないでしょうか。そして、２～６年生は、改めて自身の進級を自覚したかと思います。 

１年生は上級生へ「お礼」の気持ちを込めて、歌や踊りを交えながら発表をしました。子供たち

からは、「緊張したけれど、楽しかった。」、「発表頑張って、上手くできた。」、「お兄さんお姉さんの

発表が嬉しかった。」と充実感に溢れた声があがりました。頑張って取り組むことのよさ、楽しさ、

達成感を味わい、これからの学校生活に期待を膨らませることができました。 

個別学習です。 

１対１で課題に応じた学習が基本

です。グループ学習を行うこともあり

ます。 

通級制です。 

普段は地域の学校でみんなと一

緒に学校生活を送り、週１～２回

決められた時間だけ通います。 

保護者の方や在籍学級担任と連絡を密に

取り合い学習を進めています。 


